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 学術論文は（Takaki Tominaga, Nobuaki Kubo, “Adptive Estimation of Measurement Noise to Improve the 
Performance of GNSS Single Point Positioning in Dense Urban Environment”, 測位航法学会論文誌, Vol.8, 
No.1, P1‐P8, 2017）1編が第一著者として公表済み（または採択済み）であることを確認した。 
 学術論文は英語で書かれており、かつ、国際会議において英語で発表しており、外国語の学力に
ついては問題ないと判断した。 
 また、講演発表は国際会議 2回、国内学会 2回、実施していることを確認した。 
 
 合同セミナーについて、規定の学習時間および出席回数を満たしていることを確認した。 
 大学院海洋科学技術研究科が指定した研究者倫理教育を修了していることを確認した。 
 
 
 以上から、学生について博士論文審査、最終試験とも合格と判定した。 
 
